
タフテンⅠ（NSS 445M2）/タフテンⅠU

建材用高耐久性フェライト（22Cr-1.2Mo）系ステンレス鋼板

採用例

屋根材
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タフテンⅠ（NSS 445M2）/タフテンⅠU

NSS 445M2の化学成分（一例）

2年暴露後の赤錆発生率（大気暴露試験）
大気暴露試験場所と環境

外観レイティングナンバー（全腐食面積率）

耐久性抜群　"新"フェライト系!

※赤錆発生率の測定は、格子内法に準ずる
※外観R.N.は、JIS-D-0201に準ずる
鋼板の技術情報についてより詳しい内容をご希望の方は、ステンレス鋼＞NSS 445M2をご覧ください。

タフテンⅠは、22Cr-1.2Moを基本成分としたステンレス鋼NSS 445M2です。
Niを含まないフェライト系ステンレス鋼で磁石がつきますが、ステンレス全種でトップクラスの耐久性を誇っています。
SUS316より耐候性があり、熱膨張性にも優れる新時代の屋根材です。さらに、タフテンⅠに特殊なクリアー塗装を施し、ステンレス鋼の外観を持ちながら
ロールフォーミングが可能な製品として開発されたのがタフテンⅠUです。樹脂は施工後1年程度で消失するように設計されていますが、外観が変化するよう
なことはありません。加工性に優れ、汚れやもらいサビも付きにくいことからコスト性にも優れています。

サビない　超高耐食ステンレス!
サビに圧倒的に強い屋根用ステンレスです。SUS316でも赤錆が全面に発生する厳しい環境下において非常に低い赤錆発生率を誇ります。
海塩粒子が雨水に流されにくい軒天や軒下部もサビから守ります。

（mass%）



タフテンⅠ（NSS 445M2）/タフテンⅠU

物理的性質

耐カジリ性

※鋼板の技術情報についてより詳しい内容をご希望の方は、ステンレス鋼>NSS 445M2をご覧ください。

長尺に最適　熱膨張が少ない!　

カジリなし　優れた成形加工性!

タフテンⅠ / タフテンⅠUは熱による膨張・収縮が小さく普通鋼と同程度です。SUS316やSUS304に較べて約6割に抑えられ、熱による膨張・収縮を繰り返
す長尺屋根に適しています。

特殊なクリアー樹脂を両面塗装したタフテンⅠUは、金属屋根のロールフォーミング成形加工時
に起こる「カジリ」から鋼板表面を守ります。
これによって保護フィルム不要、フィルム剥がし作業不要、廃棄処理不要を実現します。

ドロービード試験で加圧力を変化させた引き抜き力および試験後外観結果です。タフテンⅠUは、従来のタフテンⅠと比較して、樹脂被覆の効果で引き抜き力が
20～30%小さく、良好な滑り込み性を示しました。その結果、タフテンⅠでは、触感でも確認できるカジリキズが発生したのに対し、タフテンⅠUは、良好な外
観を呈しています。



● 供試材
● 板厚0.8mmのタフテンⅠU（膜厚: 2.0μm）およびタフテンⅠ

● ドロービード試験条件
● ビード: 肩R 2.0mm、高さ4mm
● ダイス: 肩R 2.0mm、幅15mm
● 引き抜き速度: 500mm/min
● 加圧力: 1000Nおよび2000N
● 塗油: なし

調査方法

ドロービード試験

ドロービード試験後の外観

ドロービード試験

タフテンⅠ（NSS 445M2）/タフテンⅠU


